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ＵＳＰ研究所は

ITを活用して自社のビジネスを自ら主導するお客様のために

ユニケージ開発手法の研究・教育・事業をおこなっています。

USP研究所のミッションとユニケージ開発

教 育・普 及研 究 事 業

ユニケージ開発手法とは UNIXの基本だけを使った極めてシンプルな仕組み

はやい
やわら
かい

やすい

コストが安い
プログラムが易しい

開発期間が短い
処理が速い

業務にあわせて
改変しやすい

ＯＳ

データ

ソフトウェア

ＵＮＩＸ系ＯＳ

テキストファイル

独自コマンドを用いたシェルスクリプト

（プログラム言語なしで様々な処理が可能）

（シェルコマンドは、ライトウェイト言語の源流と言えるインタプリタ）
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ユニケージ事例：EDP（ポルトガル）
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 会社概要
 ポルトガル国営の電力公社 (EDP - Energias de Portugal, S.A.) 

 ポルトガル最大のユーティリティ企業

 ポルトガルと スペインで発電、送電、配電およびガスの供給を手掛ける。
子会社を通じ、ブラジルで 発電、送電、配電を、またスペイン、ポルトガ
ル、フランス、ベルギーで風力発電の推進、建設、経営を手掛ける。

 売上：

 従業員：12,000人
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POC：電気小売業者の負荷曲線計算

 スケジュール：
コーディング期間は2週間
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実行結果

5

従来システム ユニケージ

スクリプト数 ２０ ２４

コード行数 ３０００行 ５１３行

実行時間 ２日以上 ２時間以下
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アルゴリズム
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コード例
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出力結果
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EDPによる評価

 結果

 パフォーマンスの大幅向上
日単位から時間単位へ

クラスタ化によりさらに向上可能

 短期開発
期間とコード行数が１/５に

 複雑なビジネスロジックの実
装も成功

 優位点

はやい(短期開発/高速処理）
 プログラムが非常に短い

 エンジニア１名で設計、開発、
運用できる

スケーラビリティ
 安価なx８６マシンのクラスタ化

によりスケールアップできる

やわらかい
 異なるデータソース(ERP、DB

、フラットファイル等）に容易に
アクセスできる

 整理されたデータ
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